
平成２９年９月定例会  No.101
2017 年 ( 平成 29 年 )10 月 20 日発行   

平成 29 年度八戸市一般会計補正予算などを可決　

　平成 29 年 9 月定例会は、9月 5日から 9月 22 日までの 18 日間の会期で開かれ、平成 29

年度八戸市一般会計補正予算、平成 28 年度一般会計・特別会計・企業会計決算など、議案

22 件、認定 3件を可決して閉会しました。

市議会の詳しい情報は、ホームページでご覧になれます。

地球深部探査船 「ちきゅう」 が八戸港に寄港!!
八戸市市制施行88周年を記念して、 9月15日から19日の期間停泊し、 一般公開などが行われました。 

　　　　主な内容

○議案の賛否･･････････････････････････2 ページ

○請願の審査結果････････････････････3 ページ

○人事案件･････････････････････････････3 ページ

○一般会計９月補正予算･･･････････3 ページ

○意見書････････････････････････････････3 ページ

○決算に対する各会派の意見･････4～5ページ

○一般質問･････････････････････････････6～8ページ

○議会運営委員会視察報告････････8 ページ　

八戸市議会 検索

　八戸市議会では、市民の皆様に分かりやすく開かれた議会

を目指し、議会報告会を開催します。

　議会報告会では、八戸市議会の活動概要などを説明するほ

か、市民の皆様と意見交換を行います。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。･（申込不要）

日　時　平成29年11月26日･（日） 午後２時00分～

場　所　八戸ポータルミュージアム「はっち」･シアター２

内　容　議会活動報告

　　　　意見交換　○子育ておよび教育について

　　　　　　　　　○災害に強いまちづくりについて

第６回議会報告会を開催します
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会派別議案賛否一覧表

○：賛成　　×：反対　　退：退席

区分

会派名　

　議案　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き

ず

な

ク

ラ

ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属

（

伊

）

無

所

属

（

吉

）

無

所

属

（

山

）

議決結果

市

長

提

出

議

案

予算

平成29年度八戸市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市立市民病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度地方卸売市場八戸市魚市場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市学校給食特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市都市計画下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市都市計画駐車場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人事
八戸市教育委員会の委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

人権擁護委員の候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

条例

八戸市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市ひとり親家庭等医療費給付条例及び八戸市乳幼児等
医療費給付条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸都市計画事業売市第二土地区画整理事業施行規程及び
八戸都市計画事業八戸駅西土地区画整理事業施行規程の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約

東部終末処理場水処理施設増築（土木）整備工事請負契約
の締結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中部第10幹線下水道整備工事（六工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸駅西地区駅前広場整備工事（その３）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その他

字の区域及びその名称の変更（売市第二地区） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

字の区域及びその名称の変更（田向地区） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の廃止及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定

平成28年度八戸市一般会計及び各特別会計決算の認定（ 認
定第１号 ）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ 認　　定

平成28年度八戸市公営企業会計決算の認定（ 認定第２号 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

平成28年度八戸市階上町田代小学校中学校組合会計決算の
認定（ 認定第３号 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

議
員
提

出
議
案

意見書 全国森林環境税の創設に関する意見書 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ 原案可決

※議員個別の賛否状況については、市のホームページでご覧になれます。

※立花敬之議長は採決に加わっていません。
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平成 29 年度八戸市一般会計 9月補正予算

　 一般会計補正予算額　12億  190万5千円

  　（補正後の予算総額　964億 6,683万4千円）

　主なもの

○除雪経費 ………………………………………… 4 億 4,400 万円

　･（除雪業務委託料、融雪剤購入費）

○新大橋整備事業費 …………………… 1 億 1,747 万 2千円

　･（交差点改良工事、移転補償など）

○新美術館整備事業費 ……………………………… 9,900 万円

　 （実施設計）

○史跡根城跡木橋改修事業費 …………………… 4,000 万円

　･（架替工事）

○ユートリー山車展示改装事業費 …………… 3,440 万円

　 （展示改装、既存山車撤去など）

人事案件

○八戸市教育委員会の委員に、次の方を任命す

　ることに同意しました。

　　大
おお

　庭
ば

　文
ふみ

　武
たけ

　氏　 　

○人権擁護委員の候補者に、次の方を推薦する

　ことに同意しました。

　　板
いた

　橋
ばし

　宏
こう

　勝
しょう

　氏　 　

請願の審査結果

継続して審査するもの

○農業者戸別所得補償制度の復活を求める

　請願　　　　　　･（平成29年請願第5号）

○収入保険ではなく戸別所得補償の復活を

　求め、果樹共済の特定危険方式を廃止し　

　ないことを求める請願

                   （平成29年請願第 6号）

取り下げられたもの

○就学援助制度拡充を求める請願

････　　　　　　　･（平成29年請願第3号）･･

会派別所属議員

自由民主・

市民クラブ

久　保　百　恵

高　橋　一　馬

藤　川　優　里

壬　生　八十博

秋　山　恭　寛

岡　田　　　英

高　山　元　延

小屋敷　　　孝

豊　田　美　好

大　館　恒　夫

日　當　正　男

工　藤　悠　平

森　園　秀　一

立　花　敬　之

坂　本　美　洋

きずなクラブ

冷　水　　　保

田名部　和　義

寺　地　則　行

三　浦　博　司

五　戸　定　博

吉　田　博　司

古　舘　傳之助

八　嶋　　　隆

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（伊）伊　藤　圓　子

無所属（吉）吉　田　淳　一

無所属（山）山　名　文　世

意 見 書

　議員提出議案として、次の意見書を可決し、

関係機関へ提出しました。

○全国森林環境税の創設に関する意見書

（内容）

　市町村が山村対策に取り組むための恒

久的・安定的な財源が大幅に不足してい

る中、政府与党は、市町村が主体となっ

て実施する森林整備などに必要な財源に

充てるため、個人住民税均等割の枠組み

の活用を含め、都市・地方を通じて国民

に等しく負担を求めることを基本とする

 「森林環境税（仮称）･」の創設に向け、

具体的な仕組みなどを総合的に検討し、

平成30年度税制改正において結論を得る、

との方針を示したところである。

　山村地域の市町村による森林吸収源対

策の推進や安定した雇用の場の確保など

の取り組みは、地球温暖化防止のみなら

ず国土の保全や地方創生などにもつなが

るものであり、そのための市町村の財源

強化は喫緊の課題であることから、次の

とおり、制度創設の実現を強く求める。

１．森林、林業、山村対策の抜本的強化

　を図るため、全国森林環境税を早期導

　入すること

２．既存の税制度とのバランスを考慮し

　て、納税者に対し過度な負担にならな

　いよう配慮し、その税収は、森林吸収

　源対策の推進を図るという目的に合致

　した施策に確実に充てられる仕組みを

　確立すること
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　

 
 

認
定
第
１
号
～
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
や
経
済
環
境
に
お
い
て

も
、
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指
数
か

ら
見
て
お
お
む
ね
良
好
で
あ
り
、
特
に
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も

に
早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、

ま
た
、
震
災
分
を
含
む
特
定
目
的
基
金
を

除
く
基
金
残
高
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
の
間
で
２
・
４
倍
に
増
加
し
て

お
り
、
こ
の
財
政
改
革
を
高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
引
き
続
き
資
金
不
足
比
率
０
％
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
共
交
通
機
関

と
し
て
都
市
機
能
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
営
合
理
化
な
ど
に

努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
８
年
連
続
の
黒

字
決
算
で
あ
り
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
市
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
努
め
、

ま
た
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地

域
完
結
型
医
療
体
制
づ
く
り
な
ど
に
努
め

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
市
民
の
た
め
健
全
な
病
院
経
営
を
維

持
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

田
代
小
中
学
校
組
合
会
計
決
算
で
は
、

黒
字
決
算
を
評
価
し
、
本
年
３
月
31
日
に

長
い
伝
統
の
幕
を
閉
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

今
ま
で
学
校
を
支
え
た
関
係
者
に
対
し
、

ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
感
謝
す
る
。

 

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　

認
定
第
１
号
～
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

決
算
特
別
委
員
会
で
議
論
し
た
事
業
評
価

の
内
容
や
、
は
ち
の
へ
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
、
ハ
サ
ッ
プ
魚
市
場
Ａ
棟
の
改

善
な
ど
の
意
見
要
望
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
精
査
を
行
い
、
今
後
の
予
算
編
成
お
よ

び
行
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
純
利
益
を
計

上
し
、
資
金
不
足
比
率
０
％
を
続
け
て
い

る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
依
然
と
し
て
経

営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
民
間
バ
ス
事
業
者
と
力
を

合
わ
せ
た
最
適
な
バ
ス
事
業
を
通
じ
て
公

共
交
通
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
安
定
し
た
健
全

な
経
営
状
況
を
継
続
し
、
利
用
者
の
利
便

性
を
図
り
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
て

い
る
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
、
中
核
病
院
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
必
要
な
医
療
機
能
の
充
実
強
化
に
努

め
て
い
く
よ
う
期
待
す
る
。

　

田
代
小
中
学
校
組
合
会
計
決
算
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
経
営
で
培
わ
れ
た
地
域

交
流
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
、
引
き
続

き
、
校
舎
な
ど
の
利
活
用
を
検
討
し
、
よ

り
よ
い
使
わ
れ
方
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
で
実
行
性
の
高
い
、
健
全
な
行
財
政

運
営
の
下
、
市
民
と
の
協
働
を
進
め
、
市

民
福
祉
の
向
上
、
市
勢
発
展
に
尽
力
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

 

公
明
党

　
　

認
定
第
１
号
～
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
は
、
黒

字
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
中
、
復
興
計
画

に
基
づ
き
都
市
基
盤
の
再
建
や
防
災
力
の

強
化
の
た
め
、
多
賀
多
目
的
運
動
場
整
備

事
業
や
新
大
橋
整
備
事
業
な
ど
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
白
山
台
小
学
校
建
設
事
業
や

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
ほ
か
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
し
て
新
美
術
館
整
備
事
業
や
更
上
閣
に

ぎ
わ
い
広
場
の
整
備
事
業
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
で
議
論
の
あ

決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見

　

平
成
28
年
度
の
一
般
・
各
特
別
会
計
決
算
（
認
定
第
１
号
）
お
よ
び
企
業
会
計
決
算
（
認
定

第
２
号
）
、
八
戸
市
階
上
町
田
代
小
学
校
中
学
校
組
合
会
計
決
算
（
認
定
第
３
号
）
は
、
９
月

13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
９
月
22

日
の
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
各
会
派
お
よ
び
無
所
属
議
員
が
討＊

論
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し

ま
す
。

　

＊
討
論
と
は
、
採
決
の
前
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、
会
派
ま
た
は
自
己
の
賛
否

　
　

の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
で
す
。
討
論
が
終
わ
る
と
原
則
と
し
て
表
決
に
入
り

、
最
終
的

　
　

な
賛
成
・
反
対
の
意
思
表
示
を
、
起
立
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。
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っ
た
防
災
ラ
ジ
オ
導
入
や
学
校
ト
イ
レ
洋

式
化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
４
年
連
続
で

資
金
不
足
比
率
０
％
を
達
成
し
、
健
全
化

計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の
成
果
が
見

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
路
線
バ
ス
は
市
民

の
大
切
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
運
行
や
収
益
の
改
善
に
努
め
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
病

院
施
設
や
医
療
機
器
の
整
備
な
ど
に
努
め

て
お
り
、
今
後
も
、
急
性
期
医
療
の
中
心

を
担
う
病
院
と
し
て
良
質
な
医
療
の
提
供

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

田
代
小
中
学
校
組
合
会
計
決
算
で
は
、

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
黒
字
と
な
っ

た
が
、
閉
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
産

処
分
の
対
象
と
な
る
財
産
に
つ
い
て
は
、

適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

日
本
共
産
党
議
員
団

 
 
 
 

認
定
第
１
号
に
反
対

 
 
 
 

認
定
第
２
号
、
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

津
波
避
難
路
の
整
備
や
津
波
防
災
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
は
評

価
す
る
も
の
の
、
繰
り
返
し
求
め
ら
れ
て

い
る
バ
ス
停
や
通
学
路
な
ど
の
除
雪
が
改

善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
市
が
非
正
規

職
員
を
増
や
し
、
不
安
定
雇
用
を
拡
大
し

て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

国
保
加
入
世
帯
の
経
済
状
況
を
考
え
れ
ば
、

減
免
要
件
を
緩
和
し
間
口
を
広
げ
る
べ
き

で
あ
り
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
は
絶
対
に

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
度
重
な
る
引
き
上
げ
に
よ
り
、
払

え
な
い
な
ど
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
市
独

自
の
軽
減
策
を
求
め
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た

バ
ス
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
へ
の
更
新
や

路
線
の
新
設
な
ど
、
利
便
性
向
上
の
た
め

努
力
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
運
転
業
務
の

大
部
分
を
担
う
嘱
託
職
員
の
賃
金
や
休
暇

制
度
な
ど
の
改
善
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
経
営
努
力
に
よ

り
８
年
連
続
で
利
益
を
生
み
出
し
、
近
隣

町
村
へ
医
師
派
遣
を
行
う
な
ど
、
救
急
体

制
を
さ
ら
に
厚
く
す
る
取
り
組
み
を
評
価

し
、
今
後
と
も
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
、
賛
成
す
る
。

　

田
代
小
中
学
校
組
合
会
計
決
算
で
は
、

本
年
３
月
に
94
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

た
が
、
少
子
化
が
著
し
く
入
学
者
ゼ
ロ
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

 

無
所
属
（
山
）

　
　

認
定
第
１
号
～
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

市
債
残
高
が
年
々
増
加
傾
向
で
、
人
口
一

人
当
た
り
の
債
務
残
高
は
類
似
自
治
体
を

上
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
経
常
収
支
比
率

は
県
内
10
市
の
平
均
と
同
水
準
で
あ
る
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
経
常
一
般
財
源
な
ど

か
ら
除
く
と
97
％
に
跳
ね
上
が
り
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
は
端
的
に
悪
化
す
る
。

　

今
後
、
市
保
有
の
公
共
施
設
の
57
％
が

大
規
模
改
修
の
目
安
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
財
政
健
全
化
を
求
め
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
バ
ス
車
両
や

定
期
券
発
行
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
が
行

わ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
と
も
、
市
民
の
足
が
守
ら

れ
る
よ
う
切
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
８
年
連
続
で
純

利
益
を
生
じ
、
未
処
理
欠
損
金
を
縮
小
し

た
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
も
、
地
域

に
必
要
な
医
療
提
供
体
制
の
確
立
や
安
定

経
営
、
高
度
な
先
進
医
療
の
提
供
を
望
む
。

 

無
所
属
（
伊
）

　
　

認
定
第
１
号
～
３
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
約
35
億
７
８
０
０
万
円
の
黒

字
決
算
で
、
ほ
ぼ
適
正
な
財
政
運
営
で
あ

る
が
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
み
、
今
後
の

財
政
環
境
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
背
景
と
し
た
市
税
の
減
収
や
扶
助

費
の
増
大
な
ど
、
厳
し
さ
を
増
す
と
考
え

ら
れ
、
財
政
規
律
の
遵
守
が
肝
要
で
あ
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
依
然
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
が
、
快
適
で
利
便
性
の

高
い
市
民
の
足
と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

一
層
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
増
設
を
要
望
し
、

利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
な
ど
と
し
て
、
機
能
強
化
を
図

っ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
今
後
も
安
定

し
た
健
全
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
拠
点
病
院
の
指
定
を
目
指
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

西地区給食センター調理場のようす



一 

般 

質 

問
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若
者
の
市
外
流
出
へ
の
考
え
は　
　

 
 
 
 
 
 
 

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

久　

保　

百　

恵 

【
問
い
】　

若
者
の
市
外
流
出
が
続
い
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
で
は
、
10
代
後
半
の
若

者
が
大
幅
に
転
出
し
て
い
る
一
方
、
20
代

か
ら
30
代
前
半
に
か
け
て
は
転
入
超
過
の

傾
向
に
あ
り
、
あ
る
一
定
程
度
の
若
者
が

戻
っ
て
き
て
い
る
状
況
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
幅
を
緩
や
か
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
若
者
の
地
元
定
着
や
東
京
圏
か

ら
の
人
材
還
流
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
企
業
誘
致
の

推
進
、
移
住
交
流
促
進
事
業
な
ど
、
各
種

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
若
者
の
地

元
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て

・
八
戸
ワ
イ
ン
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

若
者
の
積
極
的
な
市
政
参
画
推
進
を

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　
　

修 

【
問
い
】　

各
種
審
議
会
委
員
に
若
者
の

登
用
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
市

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
の
審
議
会
や
委
員
会
な

ど
の
附＊

１

属
機
関
の
委
員
の
年
齢
構
成
は
、

20
代
で
の
登
用
は
な
く
、
30
代
も
５
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
附
属
機
関
の
設
置
目
的
を
踏

ま
え
、
若
者
の
意
見
の
必
要
性
や
有
効
性

を
判
断
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
登
用
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
大
学
や
若
者
が
活

動
す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
情
報
提
供
を
行

い
、
委
員
へ
の
応
募
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
に
つ
い

　

て
・
水
防
対
策
に
つ
い
て

・
肝
炎
予
防
対
策
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
借
入
額
の
推
移
は

 
 
 
 
 
 
 

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

博　

司

【
問
い
】　

地＊
２

方
債
の
発
行
は
、
事
業
選

択
の
幅
を
広
げ
る
財
源
と
な
る
一
方
で
、

償
還
と
い
う
返
済
の
場
面
で
は
極
め
て
硬

直
性
の
高
い
経
費
と
な
る
が
、
近
年
の
一

般
会
計
の
借
入
額
の
推
移
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

地
方
債
の
発
行
は
、
多
額
の

財
源
を
必
要
と
す
る
公
共
施
設
の
建
設
事

業
な
ど
に
お
い
て
、
財
政
負
担
の
平
準
化

や
住
民
負
担
の
世
代
間
の
公
平
を
図
る
た

め
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
方
債
発
行

額
が
市
の
借
入
額
で
あ
る
。

　

借
入
額
の
推
移
は
、
億
単
位
で
平
成
24

年
度
81
億
円
、
25
年
度
88
億
円
、
26
年
度

68
億
円
、
27
年
度
１
１
９
億
円
、
28
年
度

１
２
７
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
へ
の
対

　

応
に
つ
い
て

学
校
プ
ー
ル
の
築
年
数
と
修
繕
費
は　

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

一　

馬

【
問
い
】　

市
内
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の

築
年
数
と
、
老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
の
修
繕

費
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
の
学
校
プ
ー
ル
の
築
年

数
は
、
古
い
も
の
で
52
年
、
新
し
い
も
の

で
も
24
年
が
経
過
し
て
い
て
、
老
朽
化
が

著
し
く
進
み
、
小
規
模
な
改
修
で
は
根
本

的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

修
繕
費
は
、
本
体
の
塗
装
工
事
だ
け
で

も
多
額
の
経
費
が
見
込
ま
れ
、
市
内
全
体

で
は
億
単
位
の
財
政
措
置
が
必
要
と
な
る

が
、
校
舎
全
体
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る

た
め
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
中
心
街
活
性
化
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

災
害
支
援
協
定
締
結
の
推
進
を

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

益　

則

【
問
い
】　

災
＊
３

害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自

動
販
売
機
導
入
の
た
め
に
、
災
害
支
援
協

定
を
締
結
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
物
資
供
給
や
緊
急

輸
送
な
ど
の
各
種
災
害
支
援
協
定
を
締
結

し
、
災
害
時
の
応
急
対
策
を
円
滑
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
同
自
動

販
売
機
の
導
入
は
、
市
の
取
り
組
み
を
補

完
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
電
気
・
水
道
の
確
保

や
、
食
品
衛
生
法
の
施
設
基
準
な
ど
の
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他
都
市
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
導
入
や

協
定
締
結
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
土
砂
災
害
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
連
携
中
枢
都
市
圏
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
３
・
５
・
１
号
沼
館
三

日
町
線
整
備
後
の
街
並
み
は

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

前　

澤　

時　

廣

【
問
い
】　

同
都
市
計
画
道
路
整
備
が
新

＊１附属機関…重要施策の検討や各種計画の策定において、市民の幅広い意見及び有識者の専門的な意見を反映させるため、市が設置する審議
　　会や委員会などのことで、学識経験者や関係団体の代表者、公募による市民などで構成する。

＊２地方債…地方公共団体が１会計年度を超えて行う借り入れで、原則として建設事業関係の経費の一定部分に充てられる。
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美
術
館
整
備
事
業
に
与
え
る
影
響
と
、
整

備
後
の
市
庁
舎
周
辺
の
街
並
み
の
変
容
に

つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

新
美
術
館
整
備
は
、
同
都
市

計
画
道
路
の
計
画
線
を
前
提
に
基
本
設
計

を
行
っ
て
お
り
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
与
え
る
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

整
備
後
の
市
庁
舎
周
辺
は
、
新
美
術
館

前
の
広
場
整
備
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路

の
両
側
に
連
続
性
の
あ
る
公
共
的
広
場
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
心
街
の
活
性
化

や
観
光
に
も
寄
与
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
の

価
値
が
高
め
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
８
号
白
銀
市

　

川
環
状
線
に
つ
い
て

・
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の
課
題
と

対
策
は

　
　
　
　

 

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

圓　

子

【
問
い
】　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
福
祉
協
力
員
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
、

伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

課
題
は
、
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
社
会
構
造

の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
活
動
対
象
と
役
割

が
増
大
し
、
加
え
て
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
も
あ
り
、
活
動
に
相
当

苦
労
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
各
種
調
査
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
活
動
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
心
身
や
経
済
面
の
負
担
軽
減
に
取

り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
行
え
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
に
つ
い
て

・
が
ん
患
者
支
援
に
つ
い
て

・
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て　

な
ど

市
長
３
期
目
４
年
間
の
成
果
と
課
題
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

五　

戸　

定　

博

【
問
い
】　

４
年
間
の
総
括
と
し
て
、
市

長
が
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

「
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
と

災
害
に
強
い
八
戸
の
実
現
」
な
ど
８
つ
の

政
策
の
下
、
40
の
取
り
組
み
項
目
を
政
策

公
約
に
掲
げ
各
種
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　

市
民
の
生
活
基
盤
の
確
立
を
第
一
に
考

え
な
が
ら
、
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

を
持
ち
続
け
、
市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
の
限
り
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
北
東
北
の
ど
こ

に
も
負
け
な
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
着

実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
は
、
公
約
施
策
の
更
な
る
改
善
・

充
実
と
、
取
り
組
み
内
容
の
周
知
不
足
、

政
策
公
約
実
施
率
と
市
民
の
実
感
に
乖か

い

離り

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
、

今
後
の
政
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

下
水
管
の
老
朽
化
対
策
は　

　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

名　

文　

世

【
問
い
】　

下
水
管
の
老
朽
化
に
伴
う
事

故
の
発
生
や
機
能
停
止
な
ど
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
日
常
的
な
点
検
や
管
理
が

重
要
と
な
る
が
、
当
市
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
日

常
の
目
視
と
管
路
清
掃
業
務
委
託
に
よ
る

点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
緊
急
度
が
高
い

と
判
定
さ
れ
た
箇
所
は
管
路
の
布
設
替
え

や
管
路
更
正
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
に
法
律
で
点
検
方
法
と
頻
度

を
事
業
計
画
に
定
め
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
も
事
業
計
画
に

定
め
、
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
き
点
検
を
実

施
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

音
声
版
選
挙
公
報
の
発
行
を

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地　

あ
つ
子

【
問
い
】　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
配
慮
な

ど
の
点
か
ら
、
音
声
版
選
挙
公
報
の
発
行

が
必
要
と
考
え
る
が
、
認
識
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

音
声
版
選
挙
公
報
は
、
候
補

者
が
作
成
し
た
選
挙
公
報
の
内
容
を
音
声

で
読
み
上
げ
て
録
音
し
、
Ｃ

Ｄ
な
ど
で
配

布
す
る
も
の
で
あ
り
、
視
覚
障
が
い
者
や

高
齢
者
な
ど
が
候
補
者
の
情
報
を
知
る
上

で
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
の
選
挙
に
お
い
て
作
成
す
る
に
は
、

ル
ー
ル
作
り
や
短
期
間
で
迅
速
に
作
成
で

き
る
依
頼
先
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
今
後
、
他
都
市
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
介
護
行
政
に
つ
い
て

・
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

＊３災害対応型紙カップ式自動販売機…災害時において、自動販売機内の飲料のほか、冷水や温水を無料で提供する機能を備えており、粉ミル
　　クの調乳や備蓄食品の調理などにも利用できる自動販売機。

都市計画道路３･５･１号沼館三日町線 ( ※イメージ）
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議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
今
後
の
議
会

運
営
に
役
立
て
る
た
め
、
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
議
会
へ
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
潟
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
に
関
す

る
情
報
を
市
民
と
共
有
し
、
市
民
参
画
を

推
進
す
る
た
め
、
議
会
報
告
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
の
参
加
者
を
増
や
し
、
活

発
な
議
論
に
資
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の

対
面
式
か
ら
、
市
民
と
議
員
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
テ
ー
マ

を
定
め
て
議
論
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
若
い
世
代
の
参

加
者
も
増
え
、
自
由
闊
達
な
意
見
が
出
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
議
会
報
告
会
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
市
民
と
活
発

な
意
見
交
換
を
図
る
場
で
あ
る
「
市
民
と

の
意
見
交
換
会
」
や
、
議
員
間
討
議
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
で
出
さ
れ

た
意
見
の
中
か
ら
、
市
政
の
問
題
点
や
課

題
を
見
つ
け
出
し
、
分
析
・
調
査
・
研
究

を
行
い
、
さ
ら
に
、
議
員
相
互
間
で
の
議

論
を
重
ね
な
が
ら
、
議
員
が
主
体
と
な
っ

て
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

両
市
議
会
と
も
、
市
民
の
意
見
を
取
り

上
げ
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
た
議
会
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
当

市
の
議
会
運
営
に
お
い
て
、
大
変
参
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　

八
戸
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
に
身
近
な
議
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お

知

ら

せ

【
視
察
先
】
新
潟
市
、
会
津
若
松
市　
　
　

【
日　

程
】
平
成
２９
年
７
月
３
日
～
５
日

館
鼻
岸
壁
朝
市
の
交
通
安
全
と
駐
車
場

の
対
策
を

 
 
 
 
 
 
 

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日　

當　

正　

男

【
問
い
】　

朝
市
周
辺
の
道
路
に
交
通
誘

導
員
を
配
置
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
同
岸

壁
に
駐
車
の
目
印
と
な
る
線
を
引
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

交
通
誘
導
員
の
配
置
は
、
青

森
県
警
に
よ
る
と
、
特
に
許
可
な
ど
は
必

要
な
い
が
適
切
な
誘
導
に
努
め
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
線
を
引
く
こ

と
は
、
漁
港
管
理
に
支
障
が
あ
る
た
め
県

で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、
来
場
者
の
安
全
確
保
お

よ
び
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
各
所

と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
多
様
な
移
住
者
促
進
対
策
に
つ
い
て

・
蕪
島
地
区
整
備
方
針
に
関
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

公
契
約
条
例
の
制
定
を　
　

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
議
員
団

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

田　

端　

文　

明

【
問
い
】　

現
在
、
国
に
公
契
約
法
制
定

の
意
思
が
な
い
中
、
公
契
約
条
例
制
定
に

向
け
た
決
意
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

公
契
約
に
お
け
る
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
や
労
働
条
件
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
国
が
基
本
方
針
を
示
し
、

地
方
自
治
体
は
そ
の
方
針
に
沿
っ
た
方
策

を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
他
自
治
体
の
公
契
約
条
例
な

ど
の
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
肯

定
的
な
意
見
が
あ
る
一
方
、
否
定
的
な
意

見
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
を
め
ど

に
有
識
者
や
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
検
討

組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
在
り
方
を
十
分

に
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て　
　
　

な
ど

◆
定
例
会
日
程

　

次
期
定
例
会
は
12
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　

会
期
日
程
や
一
般
質
問
日
程
（
各
議
員

の
質
問
の
要
旨
）
は
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
市
議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　

本
会
議
や
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
ま
す
。
八
戸
市
庁
本
館
３
階

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

９
月
定
例
会
で
は
28
人
の
傍
聴
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　　　　会津若松市議会での視察のようす



平成28年度各会計決算状況

（単位：千円）

歳入歳出 翌年度へ繰越
会　　　計　　　名 差 引 額 すべき財源

（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) （Ｄ） (C)-(D)

一 般 会 計 103,627,419 100,502,529 3,124,890 573,705 2,551,185

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 28,753,835 28,635,724 118,111 2,570 115,541

地 方 卸 売 市 場

八 戸 市 魚 市 場 特 別 会 計

都 市 計 画 土 地 区 画

整 理 事 業 特 別 会 計

学 校 給 食 特 別 会 計 4,980,604 4,906,301 74,303 17,280 57,023

都 市 計 画 下 水 道 事 業

特 別 会 計

公共用地取得事業特別会計 0 0 0 0

都市計画駐車場特別会計 228,741 219,571 9,170 56 9,114

中 央 卸 売 市 場 特 別 会 計 323,769 318,861 4,908 4,908

霊 園 特 別 会 計 45,676 42,752 2,924 2,924

農業集落排水事業特別会計 329,792 321,029 8,763 8,763

介 護 保 険 特 別 会 計 20,561,560 19,935,927 625,633 625,633

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所 特 別 会 計

181,643 163,864 17,779 17,779

後期高齢者医療特別会計 2,224,814 2,173,553 51,261 51,261

母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 特 別 会 計

20,453 13,828 6,625 6,625

特　別　会　計　小　計 70,998,121 69,834,956 1,163,165 135,910 1,027,255

合　　　　　　　　　　　計 174,625,540 170,337,485 4,288,055 709,615 3,578,440

（単位：千円）

企 業 会 計 収益的収支

自 動 車 運 送 事 業 会 計 43,881

市 民 病 院 事 業 会 計 1,774,683

歳入決算額 歳出決算額 実質収支

334,689 316,483 18,206 18,206

95,538 8,212

11,354,979 11,233,247 121,732 20,466 101,266

平 成 28 年 度　決 算 報 告

収益的収入 収益的支出

1,466,115 1,422,234

18,776,306 17,001,623

1,657,566 1,553,816 103,750
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№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項
1 一般会計　　歳　出 総務費 陳情・要望、市長への手紙について
2 一般会計　　歳　出 総務費 男女共同参画社会推進及び女性活躍推進について
3 一般会計　　歳　出 総務費 シティプロモーション事業について
4 一般会計　　歳　出 総務費 町内会について
5 一般会計　　歳　出 総務費 広報広聴から広聴広報への意識について
6 一般会計　　歳　出 総務費 出生届、婚姻届について
7 一般会計　　歳　出 総務費 クールビズについて
8 一般会計　　歳　出 総務費 入札について
9 一般会計　　歳　出 総務費 性別表記について
10 一般会計　　歳　出 民生費 はちのへ縁結びプロジェクト事業について
11 一般会計　　歳　出 民生費 はちのへ縁結びプロジェクト事業について
12 一般会計　　歳　出 民生費 高齢者のごみ出し支援について
13 一般会計　　歳　出 民生費 放課後児童健全育成事業委託料について
14 一般会計　　歳　出 民生費 保育士のメンタルヘルスケアについて
15 一般会計　　歳　出 民生費 児童虐待について
16 一般会計　　歳　出 民生費 あんま券について
17 一般会計　　歳　出 民生費 はちのへ縁結びプロジェクトについて
18 一般会計　　歳　出 民生費 生活困窮者自立支援事業委託料について
19 一般会計　　歳　出 民生費 生活困窮者就労支援事業委託料について
20 一般会計　　歳　出 衛生費 産業廃棄物適正処理関連地下水調査委託料について
21 一般会計　　歳　出 衛生費 産業廃棄物の不法投棄について
22 一般会計　　歳　出 衛生費 小型家電回収ボックス購入費について
23 一般会計　　歳　出 衛生費 水銀を含む製品の回収について
24 一般会計　　歳　出 衛生費 産業廃棄物及び一般廃棄物の不法投棄について
25 一般会計　　歳　出 衛生費 カラス被害対策事業ごみ箱設置補助金について
26 一般会計　　歳　出 衛生費 水銀使用品の収集について
27 一般会計　　歳　出 衛生費 乳幼児等医療費助成について
28 一般会計　　歳　出 衛生費 一般廃棄物、産業廃棄物不法投棄について
29 一般会計　　歳　出 衛生費 小型家電収集状況等について
30 一般会計　　歳　出 衛生費 動物（犬猫）殺処分ゼロ対策等について
31 一般会計　　歳　出 労働費 離職者対策、若年者定着事業について
32 一般会計　　歳　出 農林水産業費 伝統野菜の継承について
33 一般会計　　歳　出 農林水産業費 新規就農について
34 一般会計　　歳　出 農林水産業費 機構集積協力金事業交付金について
35 一般会計　　歳　出 農林水産業費 花卉の栽培調査について
36 一般会計　　歳　出 商工費 八戸広域観光推進協議会特別負担金について
37 一般会計　　歳　出 商工費 八戸観光コンベンション協会事業補助金・年中行催事補助について
38 一般会計　　歳　出 商工費 八戸ポータルミュージアムについて
39 一般会計　　歳　出 商工費 はちのへ地元企業ファンづくり事業について
40 一般会計　　歳　出 商工費 海外販路拡大事業について
41 一般会計　　歳　出 商工費 新産業団地整備・開発推進事業について
42 一般会計　　歳　出 商工費 観光DMOについて
43 一般会計　　歳　出 商工費 八戸三社大祭について

決算特別委員会質疑一覧表平成29年09月
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№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項
44 一般会計　　歳　出 土木費 公園樹木・草刈等委託料について
45 一般会計　　歳　出 土木費 耐震診断業務委託料について
46 一般会計　　歳　出 土木費 屋外広告物監視員報酬について
47 一般会計　　歳　出 土木費 尻内町の河原道踏切の拡幅について
48 一般会計　　歳　出 土木費 新大橋架けかえについて
49 一般会計　　歳　出 土木費 公営住宅のアスベストについて
50 一般会計　　歳　出 土木費 側溝整備、事業の繰越明許費について
51 一般会計　　歳　出 土木費 私道の整備補助率について
52 一般会計　　歳　出 土木費 町内会が管理する公園の指定管理委託について
53 一般会計　　歳　出 土木費 都市計画道路3・2・3号沼館河原木線について
54 一般会計　　歳　出 消防費 防災ラジオの導入について
55 一般会計　　歳　出 消防費 防災無線点検委託料について
56 一般会計　　歳　出 消防費 女性消防士等について
57 一般会計　　歳　出 消防費 学生消防団員等について
58 一般会計　　歳　出 教育費 学校司書配置について
59 一般会計　　歳　出 教育費 保健室への空調設備設置について
60 一般会計　　歳　出 教育費 教育の情報化推進事業費について
61 一般会計　　歳　出 教育費 学校トイレの改修について
62 一般会計　　歳　出 教育費 小中学校の避難所機能について
63 一般会計　　歳　出 教育費 氷都八戸パワーアッププロジェクト事業について
64 一般会計　　歳　出 教育費 いじめ・不登校等について
65 一般会計　　歳　出 教育費 ブックセンターについて
66 一般会計　　歳　出 教育費 校内修繕費、学校の長寿命化計画について
67 一般会計　　歳　出 教育費 ペットボトルキャップのワクチン化の教育について
68 一般会計　　歳　出 教育費 是川縄文遺跡群世界遺産登録推進等について
69 一般会計　　歳　出 教育費 学校へのクーラー設置計画について
70 一般会計　　歳　入 臨時財政対策債について
71 国民健康保険特別会計 国保税について
72 地方卸売市場魚市場特別会計 Ａ棟の稼働状況について
73 地方卸売市場魚市場特別会計 Ａ棟の収支について
74 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業について
75 学校給食特別会計 食物アレルギー対応食提供開始について
76 都市計画下水道事業特別会計　 下水道事業について
77 介護保険特別会計 介護現場、保険料等について
78 自動車運送事業会計　 低床バスについて
79 市民病院事業会計 緩和ケア病棟について
80 市民病院事業会計 院内保育所について

平成29年09月 決算特別委員会質疑一覧表
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